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研究成果の概要（和文）： 

鬼界アカホヤテフラ（K-Ah），姶良 Tn テフラ，阿蘇 4 テフラなどの第四紀層の時代を決め

る鍵層となる広域テフラについての古地磁気研究から，これらの広域テフラが堆積した先史時

代の日本列島における同時間面の地磁気分布に大きな地域差は無く，地心双極子磁場で予想さ

れる範囲内であることを明確に示した。 
これらの広域テフラを複数含む地層について，地層上部から下部まで連続して古地磁気用試

料を採取し，その測定結果から，過去約 5 万年間の地磁気永年変化を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Judging from the paleomagnetic results of the widespread tephras, significant regional 
differences could not be observed in the configuration of the geomagnetic field throughout 
the Japanese Islands at the prehistoric age. 

And the paleomagnetic record from the sedimentary strata with the dated widespread 
tephras revealed the geomagnetic secular variation covering the last 50,000 years.   
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１．研究開始当初の背景 
既存の日本の歴史時代や先史時代の永年

変化曲線には，地域によってかなり差がある

ようにみられ，考古地磁気推定において年代

推定の精度が上がるにつれ地磁気変化の地

域差が問題になっていた。 
そのため，まず同時間に日本列島の広域に

分布する「広域テフラ」の古地磁気測定によ
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り地磁気分布の地域差を明らかにした上で，

地磁気永年変化を解明するために本研究に

着手した。 
 
 
２．研究の目的 
広域テフラは先史時代の同時間面を示す

最良の指標である。既に，代表的な広域テフ

ラである約7300年前の鬼界アカホヤテフラ，

約2.5万年前の姶良Tnテフラおよび約9万年

前の阿蘇4テフラについての古地磁気研究か

ら，当時の日本列島における地磁気偏角およ

び伏角の分布（磁気図）を明らかにしている

（中島・藤井，1995；Fujii et al. 2002）。こ

れら広域テフラの古地磁気研究からは，当初

に予想した地域差が姶良Tnテフラ以外には

ほとんど見られず，先史時代の日本列島にお

ける同時間面の地磁気分布は地心双極子磁

場で予想される範囲内であると結論づけた。

テフラ堆積時の地磁気分布を議論するため

に各テフラにつき50を越える地点で試料採

取を実施し，それぞれ非常に安定な残留磁化

方位を得ているため，テフラ堆積時の極めて

正確な地球磁場方位が得られたと確信して

いる。 
本研究では，第一に，地磁気分布を議論す

るにはまだ測定データが不足している大山

倉吉テフラについて古地磁気測定を集中的

に実施し，約5万年前の地磁気分布を明らか

にする。 
第二に，噴出年代の明らかな広域テフラを

挟む堆積層において，広域テフラおよびその

上下の層準から連続して試料を採取し，広域

テフラが堆積した前後の時代の地磁気永年

変化を明らかにする。複数の異なる時代の広

域テフラが挟まれる堆積層がねらいである。

上に述べたように日本列島内の地域差はほ

とんど無いと考えられ，ある地域における正

確な地磁気永年変化曲線を確立すれば，それ

をすべての地域に適応することができるは

ずである。本研究では，福井県を主とする北

陸地域，鳥取県を主とする山陰地域，鹿児

島・宮崎県を主とする南九州地域において約

10万年前までの地磁気永年変化曲線を確立

し，クロスチェックすることによりその精度

を高め，さらに地域差について再検討する。 
 最後に，本研究による広域テフラを挟む堆

積層の測定結果，そして日本各地の現代から

約10万年前までの既報の地磁気永年変化の

データを総合・比較検討して，地磁気変化の

全体像を明らかにする。これにより極めて高

精度の磁気年代決定が可能になる。 
 

３．研究の方法 
測定データが不足している大山倉吉テフ

ラ（DKP）について重点的に古地磁気測定

を行い，DKP 堆積時（約 5 万年前）の地磁

気分布を追究した。 
また，時代の異なる広域テフラが複数含ま

れる堆積層で，広域テフラの上の層準から，

広域テフラ間の層準を含め，広域テフラの下

の層準までの 1 辺 2 cm の立方体試料による

連続試料採取を行った。すべての試料につい

て段階交流消磁および帯磁率測定を行い，信

頼度の高い古地磁気データを得た。 
22 年度は福井を主とする北陸地域で，23

年度は鹿児島・宮崎県を主とする南九州地域

の K-Ah，AT，Aso-4 を挟む堆積層，および

鳥取県を主とする山陰地域の K-Ah，AT，
DKP，Aso-4 を挟む堆積層の測定を行った。 

北陸地域，南九州地域，山陰地域における

広域テフラが複数含まれる堆積層の測定結

果から，それぞれの地域で 5 万年間の地磁気

永年変化曲線を確立し，それらを比較するこ

とにより地域差について再検討した。 
最終的には本研究における測定結果を総

合し，さらに，既報の広域テフラの古地磁気

データ，地磁気永年変化のデータを再評価し，

日本における地磁気永年変化の全体像につ

いて考察した。 
 

 
山陰地域の連続試料採取地点（鳥取県倉吉市）



４．研究成果 

（1）鬼界アカホヤテフラ，姶良 Tn テフラ，

阿蘇 4 テフラの古地磁気研究により，これら

テフラが噴出した約 7000年前，約 3万年前，

約 9万年前の日本列島における極めて正確な

地磁気分布が明らかになった。これにより，

それまで問題になっていた地磁気分布の地

域差は，地心双極子磁場モデルで推定される

範囲内に過ぎないことを指摘した。 

 
（2）約 5 万年前の地磁気分布を明らかにし

ようと大山倉吉テフラの測定を続けてきた

が，不安定な残留磁化を持つ試料が多く，地

磁気分布を確定することができなかった。原

因を特定するために岡山理科大や高知大学

の研究協力者と広域テフラ試料の岩石磁気

的研究を継続中である。 
福井大学でこれまでに採取したすべての広

域テフラについて岩石磁気的分析（熱磁気天

秤を用いた熱磁化曲線，MPMSを用いた低温

磁気特性，およびIRM獲得曲線）を進めてい

る。ようやく姶良Tnテフラの分析がほぼ終了

し，同テフラは X≒0.4 のチタノマグネタイ

トが主な磁性鉱物であり，副次的に X≒0.1 
のチタノマグネタイトが含まれていると結論

できた（鳥居・藤井ほか，2011）。ただし，

1/3近くの試料には上のチタノマグネタイト

以外の磁性鉱物の存在も示唆されたが，これ

らはテフラ堆積時のコンタミネーションによ

るものと推定される。 
 

（3）大山倉吉テフラと姶良 Tn テフラを挟在

し年代が決められる，岡山・鳥取県に分布す

る大山上部火山灰層および福井県丹生山地

の河岸段丘堆積物の古地磁気測定を行い，過

去 5万年間の地磁気永年変化を明らかにした。

阿蘇 4テフラを含む古地磁気測定に適した堆

積層を探し，その古地磁気測定を行い 10 万

年前までの地磁気永年変化を明らかにして

いく予定である。 

 
（4）最近になって山口県の阿蘇4火砕流堆積

物はAso-4-Ⅰ，Aso-4-Ⅱ，Aso-4-Ⅲ，Aso-4-
Ⅳの4部層に細分された。その区分の論拠とし

ての定置温度（藤井ほか，2008）の違いが注
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福井県丹生山地の河岸段丘堆積物からの 

過去 5 万年間の地磁気永年変化 

約 3 万年前の偏角図 



目されているため，同火砕流堆積物から新た

に試料採取を行い，熱消磁方による定置温度

の推定を実施している。これまでの推定結果

はAso-4-Ⅱが500℃，Aso-4-Ⅳは400℃となっ

ている。またAso-4-Ⅲは残留磁化そのものが

不安定で定置温度は推定不能であった。 
 
（5）現在，共同研究者である鳥居雅之氏や

広岡公夫氏を中心に既存の考古地磁気測定

結果について，再測定を含めた見直しが行わ

れていて，日本における地磁気永年変化研究

の出発点となる過去 2000 年間の地磁気永年

変化曲線の改訂作業が進行している（「日本

の考古地磁気学刷新をめざす基礎的研究」ワ

ークショップ，2012）。この成果を先史時代

の地磁気永年変化研究にも反映させるため，

広域テフラの古地磁気測定結果についての

再整理に着手した。 
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